






２．現状の施設 釧路キャンパス

建 物 名 体育館 建 物 名 教室棟Ｂ 建 物 名 教室棟Ａ

建 設 年 Ｓ４０年 建 設 年 Ｓ４１年 建 設 年 Ｓ４１年

構造・規模 Ｓ１ １，２２５㎡ 構造・規模 Ｒ３ ３８１㎡ 構造・規模 Ｒ５－１ ３，１９３㎡

建 物 名 研究棟Ｄ 建 物 名 管理棟 建 物 名 武道場

建 設 年 Ｓ４１年 建 設 年 Ｓ４２年 建 設 年 Ｓ４４年

構造・規模 Ｒ１ ５０６㎡ 構造・規模 Ｒ３ １，８４７㎡ 構造・規模 Ｓ１ ２８１㎡

-25-



釧路キャンパス

建 物 名 研究棟Ｃ 建 物 名 福利施設

建 設 年 Ｓ５２年 建 設 年 Ｓ６０年

構造・規模 Ｒ４ １，２０１ 構造・規模 Ｒ２ １，４７５㎡

建 物 名 図書館 建 物 名 研究棟Ａ・研究棟Ｂ

建 設 年 Ｈ６年 建 設 年 Ｈ８年 ・Ｈ１２年

構造・規模 Ｒ３ ２，３５７㎡ 構造・規模 ＳＲ８ ４，８７９㎡・ＳＲ８ ３，４４８㎡

- -26



球技練習場

図 書 館

研究棟Ｂ

Ｐ

研究棟Ａ

福利施設

武道場

体育館

管理棟

陸上競技場

テニスコート

サッカー場

課外活動保管庫

管理･教室棟渡廊下

体育館･人文渡廊下

教室棟Ｂ

研究棟Ａ渡廊下 温室

幼児教育棟渡廊下

研究棟Ｃ

研究棟Ｄ

教室棟Ａ

研究棟Ｅ

体育館渡廊下

車庫

学生駐車場

Ｎ
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３．施設整備の課題 釧路キャンパス

　５３．６％となっている。

　いる建物面積は、５，６０１㎡であり、老朽化建物の改修率は約

　教育研究基盤施設の再生は重要な課題である。

　　順次、改修は進んでいるがまだ老朽施設は残っており、

　　釧路キャンパスの全建物面積２１，４７３㎡のうち、経年２５年

○老朽化について

　めている。これらの経年２５年以上の建物のうち、改修がすんで

　以上の建物面積が１０，４４６㎡であり、全面の約４８．７％を占

大川町城山通

久寿里橋通

未改修

改修済

経年

25年以上

経年

改修済

(耐震のみ)

改修済

25年未満

未改修

釧路 城山団地配置図  



(小規模建物含む)

Is＜0.7

補強済

新耐震基準

Is≧0.7

学生駐車場

旧耐震基準

温室

研究棟Ａ渡廊下

幼児教育棟渡廊下

教室棟Ｂ

課外活動保管庫

管理･教室棟渡廊下
体育館･人文渡廊下

体育館渡廊下

車庫

研究棟Ｄ棟

研究棟Ｃ

武道場

教室棟Ａ
球技練習場

研究棟Ａ

Ｐ

研究棟Ｂ

テニスコート

図 書 館

研究棟Ｅ

陸上競技場

管理棟

サッカー場

福利施設

体育館

Ｎ

　　釧路キャンパスの全建物面積２１，４７３㎡あり、そのうち旧耐震

○耐震化について

久寿里橋通

大川町城山通

釧路キャンパス

　建物が耐震改修済みで、耐震化率は約９４．４％となっている

　Ｉｓ≦０．７の建物面積８，４３８㎡のうち、７，２３７㎡の

　基準で整備された建物面積が９，０６７㎡である。耐震性能の低い

　が、引き続き安全性の確保は重要な課題である。
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釧路 城山団地配置図  



Ｐ

研究棟Ａ渡廊下 温室

課外活動保管庫

管理･教室棟渡廊下

幼児教育棟渡廊下

研究棟Ｃ

体育館･人文渡廊下

体育館渡廊下

車庫

研究棟Ｄ棟

教室棟Ａ

研究棟Ｅ

Ｐ

研究棟Ａ

福利施設

球技練習場

図 書 館

研究棟Ｂ

武道場

テニスコート

サッカー場

教室棟Ｂ

体育館

管理棟

陸上競技場

Ｎ
　土地の利用計画については、既設の配置図を見据えながら、各ゾーンの

現状・発展性・機能性等を考慮しつつ、各ゾーンの連携を図る計画と

大川町城山通

する。

久寿里橋通

４．土地利用計画

　このキャンパスは、主要施設のある敷地は狭くまた、高低差も大きい。

　主要道路に面している主要入口付近に管理・共通ゾーンがあり、

　福利施設や運動施設は北側の一段下がった場所に設定している。

釧路キャンパス

その東側と北側に渡り廊下で接続された教育研究ゾーンを設定する。
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教育研究ゾーン

福利厚生ゾーン

運動施設ゾーン

管理共通ゾーン

緑地ゾーン

居住ゾーン

駐車ゾーン

釧路 城山団地配置図  



温室

研究棟Ｄ

Ｐ

球技練習場

研究棟Ａ

福利施設

 

図 書 館

陸上競技場

研究棟Ｅ

サッカー場

管理棟

テニスコート

武道場

体育館

研究棟Ｃ

研究棟Ｂ

教室棟Ｂ

教室棟Ａ

車庫

　利用できる環境整備が必要である。

○　屋外運動施設（サッカー場）の状況がひどく、利用者が安全に

　機能改修も含め優先して整備を進める。

○　研究棟Ｄ及び研究棟Ｅについて有効利用をはかるため、もの

　の活動を一層積極的に行なうため施設の拡充を行なう。

○　ＥＳＤ推進センターを中心として、地域社会との連携事業等

　づくりスペース並びにギャラリースペースとして利用できる

久寿里橋通

釧路キャンパス

○　安全・安心な教育研究施設への再生や、人材養成機能を重視した教育

大川町城山通

５．施設整備

　研究活動に柔軟に対応できる機能改修、情報基盤の充実を図るなどの

　老朽再生は進んでいるが、まだ耐震性能の低い施設も残っており、

　よう改修を図る。
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　耐震及び機能改修

研究棟Ｃ

　機能改修

研究棟D･E

　　機能改修

　武道場

　　機能改修

　福利施設

基幹・環境整備

ﾎﾞｲﾗｰ更新、基幹配管

未改修建物（耐震＋機能改修）

未改修建物（機能改修（経年２５年以上））

整備済建物（機能改修（耐震又は内部改修済み））

整備済建物（改修，新営）

凡　　例

Ｎ

釧路 城山団地配置図  



研究棟Ａ渡廊下 温室

幼児教育棟渡廊下

管理･教室棟渡廊下

体育館･人文渡廊下

教室棟Ｂ

研究棟Ｃ

体育館渡廊下

車庫

学生駐車場

研究棟Ｄ棟

教室棟Ａ

研究棟Ｅ

Ｐ

研究棟Ａ

福利施設

球技練習場

図 書 館

研究棟Ｂ

武道場

テニスコート

サッカー場

課外活動保管庫

体育館

管理棟

陸上競技場

Ｎ

大川町城山通

久寿里橋通

釧路キャンパス６．屋外環境・交通計画
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歩行者(サブ動線)

駐車場

車輌(サブ動線)

歩行者(メイン動線) 車輌(メイン動線)

釧路 城山団地配置図  



（４）函館キャンパス

１．キャンパス概要
○ 函館校は、文系・理系の枠を超えた専門教育と学習を支える 所 在 地 函館市八幡町１番２号

アカデミックスキルを高める教育を特徴としており、個性的か 敷地面積 ９２，７３２㎡
つ豊かな想像力を有した人材を育成する「人間地域科学課程」 建築面積 １１，８７９㎡ 建ぺい率 １３％（６０％）
を持ったキャンパスです 延べ面積 ２４，１４８㎡ 容 積 率 ２６％（２００％）

校舎の一部には開学以来８０年を経て現存する旧校舎の一部 都市計画区域 市街化区域 防火地域 なし
が教育史料館として保存されており、函館らしい景観を構成し 用途地域 第１種住居地域 日影規制 ４－2.5ｈ
ています。近郊には幕末の歴史舞台となった五稜郭、開港１５ 地震地域係数 二種 積雪寒冷地域 その他
０年を迎えた函館港があり、遠くには函館山、津軽海峡などが その他の地域 公害防止地域（大気汚染、騒音、振動、悪臭）
眺望されます。

敷地は、都心近郊にありながらも、閑静な住宅地や樹木に囲
まれ、緑豊かな北海道らしいキャンパス環境にあります。

○教育学部 ５専攻 定員 ３３０人
大学院教育学研究科（修士課程）○

学校、教科教育専攻 定員 １２０人
（札幌、岩見沢、旭川、釧路含む）

養護教諭特別別科 定員 ４０人○
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Ｎ

教
育
大
通
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函館キャンパス

八
幡
通
り

１号館

美術教育

８号館

３号館

第2実習室

６号館

Ｐ

Ｐ

Ｐ

工　場

Ｐ

Ｐ

トラック

屋外プール更衣室

薬品庫

プール

史料館

テニスコート

２号館

福利厚生施設

４号館

グラウンド

５号館

池

図　書　館

７号館

倉庫

ボイラー室

武道場

体　育　館

車庫

ｶﾞｽﾒｰﾀｰ庫

函館 八幡団地配置図 



２．現状の施設 函館キャンパス

建 物 名 １号館 建 物 名 ２号館 建 物 名 ３号館

建 設 年 Ｓ４２、４３年 建 設 年 Ｓ３２～３４年 建 設 年 Ｓ４０年

構造・規模 Ｒ３ ５，１４３㎡ 構造・規模 Ｒ３ ２，２１０㎡ 構造・規模 Ｒ３ ２，５０２㎡

建 物 名 ６号館 建 物 名 図書館 建 物 名 体育館

建 設 年 Ｓ４３年 建 設 年 Ｓ３１～５５年 建 設 年 Ｓ４３

構造・規模 Ｒ２ ６８３㎡ 構造・規模 Ｒ２ ２，０１６㎡ 構造・規模 Ｓ１ １，２３２㎡
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函館キャンパス

建 物 名 工場 建 物 名 武道場 建 物 名 ７号館

建 設 年 Ｓ４３年 建 設 年 Ｓ４４年 建 設 年 Ｓ４７

構造・規模 Ｒ１ ５６９㎡ 構造・規模 Ｓ１ ２８０㎡ 構造・規模 Ｒ３ ２，２３１㎡

建 物 名 ５号館 建 物 名 福利厚生施設 建 物 名 ４号館

建 設 年 Ｓ５１年 建 設 年 Ｓ５７年 建 設 年 Ｓ６３

構造・規模 Ｒ４ １，３３４㎡ 構造・規模 Ｒ３ ２，４４７㎡ 構造・規模 Ｒ２ ６９９㎡
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図　書　館

テニスコート

薬品庫

池

７号館

史料館

２号館

１号館

体育館

武道場

ボイラー室

ｶﾞｽﾒｰﾀｰ庫

屋外プール更衣室

トラック

Ｐ

車庫

倉庫

プール

福利厚生施設

工　場

３号館

６号館

４号館

グラウンド

第2実習室

５号館

Ｐ

Ｐ

Ｐ

美術教育

８号館

Ｐ

Ｎ

○老朽化の現状

３．施設整備の課題 函館キャンパス

　　函館キャンパスの全建物面積２４，１３１㎡のうち、経年２５年以上の建物 　約１，２７７㎡であり、老朽化した建物の改修率は５．９％となっている。

　年２５年以上の建物のうち、改修の済んでいる建物（耐震改修のみは除く）は

　面積は２１，５５９㎡であり、全体の約８９．３％を占めている。これらの経 　機能改修が進んでいないため、教育研究基盤施設の再生は重要な課題である。
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八
幡
通
り

教
育
大
通

改修済

未改修経年

函館 八幡団地配置図  

25年以上

未改修

改修済

(耐震のみ)

経年

25年未満

改修済



屋外プール更衣室

ｶﾞｽﾒｰﾀｰ庫

体育館

トラック

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

工　場

倉庫

車庫

ボイラー室

武道場

福利厚生施設

プール

テニスコート

図　書　館

１号館

薬品庫

２号館

史料館

池

７号館

４号館

６号館

８号館

美術教育
第2実習室

グラウンド

３号館
５号館

Ｎ

　　函館キャンパスの全建物面積は２４，１３１㎡あり、そのうち旧耐震基準で

函館キャンパス

　課題である。

○耐震化について

　の建物面積１７，６２３㎡のうち、１６，２８９㎡の建物が耐震改修済みで、

　耐震化率は約９４．５％となっているが、引き続き安全性の確保は重要な

　整備された建物面積が１９，０８２㎡である。耐震性能の低いＩｓ≦０．７

八
幡
通
り
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(小規模建物含む)

函館 八幡団地配置図  

Is＜0.7

Is≧0.7

補強済

新耐震基準

旧耐震基準



入試保管庫

屋外プール更衣室

ｶﾞｽﾒｰﾀｰ庫

体育館

トラック

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

工　場

倉庫

車庫

ボイラー室

武道場

福利厚生施設

プール

テニスコート

図　書　館

１号館

薬品庫

７号館

史料館

池

２号館

４号館

６号館

８号館

美術教育
第2実習室

グラウンド

３号館
５号館

八
幡
通
り

教
育
大
通

Ｎ

教育研究ゾーン

福利厚生ゾーン

運動施設ゾーン

管理共通ゾーン

緑地ゾーン

居住ゾーン

駐車ゾーン

地域連携ゾーン

　土地の利用計画については、既設の配置を見据えながら、各ゾーンの現状

４．土地利用計画 函館キャンパス

発展性・機能性等を考慮しつつ、各ゾーンの連携を図る計画とする。

　また、北方教育史料館（大正３年建設　旧北海道函館師範学校校舎）を中心に

動施設ゾーンと続く。

　主入り口付近に管理ゾーンがあり、教育・研究ゾーン、福利厚生ゾーン、運

地域交流を図るゾーンとする。
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函館 八幡団地配置図  



グラウンド

２号館

第2実習室

４号館５号館

１号館

７号館

６号館

史料館

薬品庫

武道場

図　書　館
福利厚生施設

体育館

Ｐ

池

車庫

倉庫

Ｐ

ボイラー室

工　場

トラック

８号館

テニスコート

美術教育

３号館

ｶﾞｽﾒｰﾀｰ庫

Ｐ

屋外プール更衣室

Ｐ

Ｐ

プール

Ｎ

○　函館キャンパスが地域系学部となったあかつきには、地域系

　学部にふさわしい地域連携センターの設置が求められる。現在

　４号館にキャンパス・コンソーシアム函館の事務局が置かれて

○　函館校には海外からの留学生が多く、留学生の長期宿泊施設の不足が

　生じている。函館市やコンソーシアム加盟校との協力を得ながら、宿泊

　施設と日本語教育機能をもつ留学生センターの建設が望まれる。 　館の基幹校として、地域社会に貢献するうえで計り知れない意

　見を持つ。
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　いるが、今後、単位互換授業や地域教育連携事業の拡充のため

　には、大学との独立した講義室を有するセンターの建物が必要

　とされる。このことは、函館校がキャンパスコンソーシアム函

５．施設整備

○　安全・安心な教育研究施設への再生や、教育研究活動に柔軟に対応できる

函館キャンパス

　性能の低い施設も残っており、機能改修も含め優先して整備を進める。

　　また、耐震改修が済んだ建物についても機能改修計画を立て、整備を進める。

　機能改修、情報基盤の充実等を図るなど老朽再生は進んでいるが、まだ耐震 　として改組されることが予想される。将来計画に見合った研究教育環境

　の充実のためには、手狭な敷地を有効に活用する上でも、改修に終始す

　るのではなく、全面的な校舎の改築が必須である。

八
幡
通
り

教
育
大
通

○　現在、函館校では、学部化構想が検討されており、将来は地域系学部

　機能改修

福利厚生施設

　　ボイラー更新、基幹配管

　基幹・環境整備

　　機能改修

　工場
耐震及び機能改修

５号館

凡　　例

未改修建物（耐震＋機能改修）

未改修建物（機能改修（経年２５年以上））

整備済建物（機能改修（耐震又は内部改修済み））

整備済建物（改修，新営）
函館 八幡団地配置図 



美術教育

グラウンド

２号館

第2実習室

５号館

７号館

４号館
３号館

１号館

史料館

薬品庫

テニスコート

池

武道場

図　書　館

プール

福利厚生施設

ボイラー室

８号館

車庫

工　場

トラック

倉庫

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

ｶﾞｽﾒｰﾀｰ庫

歩行者(サブ動線)

６号館

屋外プール更衣室

歩行者(メイン動線)

駐車場

体育館

車輌(サブ動線)

車輌(メイン動線)

Ｎ

６．屋外環境・交通計画
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函館 八幡団地配置図  



（５）岩見沢キャンパス

１．キャンパス概要

○ 岩見沢校は、平成１８年度の大学再編を機に芸術課程とスポーツ 所 在 地 岩見沢市緑が丘２丁目３４番地の１
教育課程に特化したキャンパスとして教育を行なっています。 敷地面積 ２３６，５３５㎡

芸術課程は、音楽コース、美術コース、芸術文化コースで構成さ 建築面積 １３，１７９㎡ 建ぺい率 ６％（ ６０％）
れ、芸術分野の実践的、理論的探究を通して広い視野と高い専門能 延べ面積 ２３，０６８㎡ 容 積 率 １０％（２００％）
力を培うと共に、音楽美術コースとの連携により、芸術を社会に発 都市計画区域 なし 防火地域 なし
信しかつ社会に貢献しうる分野の開拓や人材の育成を行なってい 用途地域 第１種中高層住居専用 日影規制 ３－２ｈ
ます。 地震地域係数 二種 積雪寒冷地域 一級

また、スポーツ教育課程は、スポーツ・コーチング、健康・スポ その他の地域 公害防止地域（騒音、振動、悪臭）
ーツ科学、アウトドア・ライフの３専攻で構成され、高度な専門的
スポーツ指導者、地域社会のスポーツ振興に携わる人材の育成を行
なっています。

○教育学部
芸術課程 ３コース 定員 １２０人
スポーツ教育課程 ３専攻 定員 ６０人

○大学院教育学研究科（修士課程）
学校、教科教育専攻 定員 １２０人

（札幌、函館、旭川、釧路含む）
養護教育専攻 定員 ６人（札幌、旭川含む）
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Ｐ

連絡通路

食 堂

(岩見沢市立教育研究所)

自然観察園

サッカー練習場

ｼｬﾜｰ室

Ｐ

倉庫

廃棄物保管庫

テニスコート

ト　ラ　ッ　ク

明　治　池

野　球　場

講義棟

テニスコート

ｱｰﾄﾌｧｸﾄﾘｰＡ棟

車庫

屋外運動場附属施設

サブグランド

第二体育館

温室

屋外便所

Ｐ

Ｐ

希
望
寮

芸術文化棟

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

清
明
寮

ｱｰﾄﾌｧｸﾄﾘｰＢ棟

ｽﾎﾟｰﾂ

多目的ﾎｰﾙ

音
楽
棟

第一体育館

課外活動棟

中央棟

Ｎ

岩見沢キャンパス

春日町通

駅
前
通
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２． 岩見沢キャンパス現状の施設

建 物 名 音楽棟 建 物 名 清明寮・希望寮 建 物 名 スポーツ棟
建 設 年 Ｓ３９、４０年 建 設 年 Ｓ５３，５８年 建 設 年 Ｓ５４年
構造・規模 Ｒ４ ４，５２７㎡ 構造・規模 Ｒ３ ２，２３５㎡ 構造・規模 Ｒ１ １，４８９㎡

建 物 名 中央棟 建 物 名 講義棟
建 設 年 Ｓ５４，５５年 建 設 年 Ｓ５４年
構造・規模 Ｒ３ ７，０１４㎡ 構造・規模 Ｒ２ １，２６５㎡
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岩見沢キャンパス

建 物 名 食堂 建 物 名 第二体育館 建 物 名 美術棟Ａ
建 設 年 Ｓ５６年 建 設 年 Ｓ５９年 建 設 年 Ｈ１７年
構造・規模 Ｒ１ ３６８㎡ 構造・規模 Ｒ１ ３８１㎡ 構造・規模 Ｓ２ １，６１３㎡

建 物 名 美術棟Ｂ 建 物 名 ホール 建 物 名 スポーツトレーニングセンター
建 設 年 Ｈ１７年 建 設 年 Ｈ１９年 建 設 年 Ｈ２１年
構造・規模 Ｓ２ ８６０㎡ 構造・規模 Ｒ２ ６４６㎡ 構造・規模 Ｒ１ ５７６㎡
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ｾﾝﾀｰ
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

教育研究所)
(岩見沢市立

音
楽
棟

中央棟
芸術文化棟

第一体育館

課外活動棟

ｽﾎﾟｰﾂ

多目的ﾎｰﾙ

清
明
寮

希
望
寮

Ｐ

Ｐ

屋外便所
温室

第二体育館

サブグランド

テニスコート

屋外運動場附属施設

明　治　池

テニスコート

車庫

講義棟

野　球　場

廃棄物保管庫

ト　ラ　ッ　ク

Ｐ

サッカー練習場

倉庫

自然観察園

ｱｰﾄﾌｧｸﾄﾘｰＢ棟

食 堂

Ｐ

ｱｰﾄﾌｧｸﾄﾘｰＡ棟

ｼｬﾜｰ室

連絡通路

Ｎ

○老朽化の現状

　　岩見沢キャンパスの全建物面積２３，０６８㎡のうち、

春日町通

なっている。

駅
前
通

３．施設整備の課題

　経年２５年以上の建物面積が１９，０５７㎡であり、全体

　の約８２．６％を占めている。これらの経年２５年以上の

であり、老朽化した建物の改修率は全体の約６５．１％と

岩見沢キャンパス

　建物のうち、改修が済んでいる建物面積は１２，４０７㎡
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岩見沢 緑ヶ丘団地配置図  

(耐震又は機能のみ)

改修済

改修済(新営)

未改修

25年未満

経年

改修済

未改修

25年以上

経年



音
楽
棟

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

(岩見沢市立
教育研究所)

中央棟
芸術文化棟

第一体育館

課外活動棟

ｽﾎﾟｰﾂ

多目的ﾎｰﾙ

清
明
寮

希
望
寮

Ｐ

Ｐ

屋外便所

ｾﾝﾀｰ

屋外運動場附属施設

第二体育館

温室

Ｐ

車庫

サブグランド

明　治　池

テニスコート

講義棟

野　球　場

ト　ラ　ッ　ク

廃棄物保管庫

自然観察園

食 堂

サッカー練習場

倉庫

ｱｰﾄﾌｧｸﾄﾘｰＢ棟

Ｐ

ｱｰﾄﾌｧｸﾄﾘｰＡ棟

補強済

テニスコート

ｼｬﾜｰ室

連絡通路

新耐震基準

(小規模建物含む)

Is≧0.7

Is＜0.7

旧耐震基準

Ｎ

　　岩見沢キャンパスの全建物面積２３，０６８㎡あり、その

○耐震化について

駅
前
通

春日町通

岩見沢キャンパス

　　耐震性能の低い（Ｉｓ≦０．７）建物（９，２７３㎡）の

　る。

　うち旧耐震基準で整備された建物面積が１８、７０７㎡であ 　耐震改修は済んでいる。
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野　球　場

講義棟

ト　ラ　ッ　ク

廃棄物保管庫

車庫

屋外運動場附属施設

テニスコート

テニスコート

明　治　池

Ｐ

ｱｰﾄﾌｧｸﾄﾘｰＡ棟

Ｐ

連絡通路

ｼｬﾜｰ室

食 堂

倉庫

サッカー練習場

ｱｰﾄﾌｧｸﾄﾘｰＢ棟

自然観察園

サブグランド

中央棟
音
楽
棟

第一体育館

芸術文化棟

(岩見沢市立

ｾﾝﾀｰ

岩見沢 緑ヶ丘団地配置図  

教育研究所)

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

課外活動棟

屋外便所

Ｐ

第二体育館

温室

Ｐ

多目的ﾎｰﾙ

ｽﾎﾟｰﾂ

希
望
寮

清
明
寮

Ｎ

共通ゾーンを設定している。その東側に教育・研究ゾーン、更

い地域連携ゾーン（岩見沢市立教育研究所）及び本学の管理

　に東側は、運動施設ゾーンを配置している。

　一番東側には自然観察園の緑地がある。

　　キャンパスの南側には池と中心とした緑地ゾーン、そして

　主要道路に面している主入口付近には、学外者等の利用が多

岩見沢キャンパス４．土地利用計画

　土地の利用計画については、既設の配置を見据えながら、各

携を図る計画とする。

ゾーンの現状・発展性・機能性等を考慮しつつ、各ゾーンの連

春日町通

駅
前
通
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管理共通ゾーン
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居住ゾーン

駐車ゾーン

地域交流ゾーン



Ｐ

連絡通路

食 堂

(岩見沢市立教育研究所)

自然観察園

サッカー練習場

ｼｬﾜｰ室

Ｐ

倉庫

廃棄物保管庫
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明　治　池

野　球　場

講義棟

テニスコート

ｱｰﾄﾌｧｸﾄﾘｰＡ棟

車庫

屋外運動場附属施設

サブグランド

第二体育館

温室

屋外便所

Ｐ

Ｐ

希
望
寮

芸術文化棟

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

清
明
寮

ｱｰﾄﾌｧｸﾄﾘｰＢ棟

ｽﾎﾟｰﾂ

多目的ﾎｰﾙ

音
楽
棟

第一体育館

課外活動棟

中央棟

Ｎ

○　教育研究施設への再生や、芸術・スポーツを担う人材養成

　に対応できる環境の改修を優先して整備を進める。

岩見沢キャンパス５．施設整備

春日町通

駅
前
通

○　スポーツ教育課程の専門的実技授業及び競技志向性の高い

　学生の運動部活動状況から、現状の第１体育館、第２体育館

　及びｉ－ＷＥＬＬ（トレーニング施設）の屋内運動施設では

　不十分であり、第１体育館と同等以上の面積を持つ新体育館

　設置が望まれる。

○　各コースごとの学生ロッカー収納施設の増築が望まれる。

○　芸術課程音楽コースでは、楽器や舞台装置等、美術コース

　では各種資材等の保有物品が多く収納場所の確保に苦慮して

　いる。
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スポーツ棟
　機能改修

第二体育館
　機能改修

講義棟
　機能改修

課外活動施設
　機能改修食堂

機能改修

基幹・環境整備
ﾎﾞｲﾗｰ更新、基幹配管

新体育館

整備済建物（機能改修（耐震又は内部改修済み））

整備済建物（改修，新営）

岩見沢 緑ヶ丘団地配置図  

凡　　例

未改修建物（耐震＋機能改修）

未改修建物（機能改修（経年２５年以上））

岩見沢 緑ヶ丘団地配置図  S=1:2,500
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春日町通

駅
前
通

岩見沢キャンパス６．屋外環境・交通計画
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附属学校編■

（１）旭川春光町キャンパス

１．キャンパス概要
○旭川春光町キャンパスは、附属小学校、中学校、附属幼稚園が 所 在 地 旭川市春光町４条１丁目１番地

立地しており、教育研究の実践の場として、基礎実習から実務 敷地面積 ９５，３６３㎡
体験研修までを含めた特徴ある教育実習の実施、附属学校教員 建築面積 ６，１４３㎡ 建ぺい率 ６％（ ６０％）
による教科教育学の講義、大学教員並びに学部学生・大学院生 延べ面積 １０，２７９㎡ 容 積 率 １１％（２００％）
への研究フィールドを提供すると共に、今日的な教育課題や先 都市計画区域 市街化区域 防火地域 なし
進的な教育研究の取組みなどを、地域の学校や教育機関等に積 用途地域 第２種中高層住居専用 日影規制 ４－2.5ｈ
極的に発信し、地域の教育の質の向上に貢献しています。 地震地域係数 三種 積雪寒冷地域 一級

また、学生寄宿舎も同敷地内に建てられています。 その他の地域 公害防止地域（大気汚染、騒音、振動、悪臭）

○附属小学校 学級数１２ 定員 ４８０人

○附属中学校 学級数 ９ 定員 ３６０人

○附属幼稚園 学級数 ３ 定員 ９０人
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Ｎ冬季主風向

夏期主風向
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旭川　春光町団地配置図
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２．現状の施設 旭川春光町キャンパス

建 物 名 附属旭川小学校校舎 建 物 名 附属旭川小学校体育館 建 物 名 附属旭川中学校校舎

建 設 年 Ｓ４６年 建 設 年 Ｓ４６年 建 設 年 Ｓ５０年

構造・規模 Ｒ３ ２，８２８㎡ 構造・規模 Ｓ１ ７３８㎡ 構造・規模 Ｒ４ ３，１８４㎡

建 物 名 附属旭川中学校体育館 建 物 名 附属旭川幼稚園 建 物 名 学生寄宿舎（春光寮）

建 設 年 Ｓ５０年 建 設 年 Ｓ５１年 建 設 年 Ｓ４２年

構造・規模 Ｓ１ ８４１㎡ 構造・規模 Ｒ１ ６８２㎡ 構造・規模 Ｒ３ １，３１４㎡
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夏期主風向

冬季主風向 Ｎ

旭川　春光町団地配置図

25年以上

経年

25年未満

３.施設整備の課題 旭川春光町キャンパス

経年

改修済･(新営)

改修済

(耐震又は機能)

未改修

改修済

未改修

○老朽化の現状

　　春光町キャンパスの全建物面積１０，２７９㎡のうち、経年

　２５年以上の建物面積が９，５０９㎡あり、全体の約９２．５

　％を占めている。これらの経年２５年以上の建物のうち、改修

　が済んでいる建物は７，８１０㎡であり、老朽建物の改修率は

　８２．１％となっている。

　　まだ老朽施設が残っており、児童、生徒の教育環境の再生は

　重要な課題である。
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夏期主風向

冬季主風向 Ｎ

Ｐ

旭川　春光町団地配置図

補強済

(小規模建物含む)

Is＜0.7

旧耐震基準

新耐震基準

Is≧0.7

○耐震化について

旭川春光町キャンパス
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　　春光町キャンパスの全建物面積は１０，２７９㎡あり、そのうち

　耐震改修は済んでいない。そのため、安全性の確保は重要な課題で

　　耐震性能の低いＩｓ≦０．７の建物面積は３，６６１㎡あるが、

　旧耐震基準で整備された建物面積が８，８４７㎡である。

　ある。
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夏期主風向

冬季主風向 Ｎ

旭川　春光町団地配置図

隣接している。

　このキャンパスには小中学校と学生寄宿舎があり、公道を挟み幼稚園が

その北側はそれぞれの運動施設ゾーンとなっている。

敷地の西側が小学校、東側に中学校の教育研究ゾーンを配置されており、

旭川春光町キャンパス４．土地利用計画

現状・発展性・機能性等を考慮しつつ、各ゾーンの連携を図る計画とする。

　土地利用計画については、既設の配置図を見据えながら、各ゾーンの
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夏期主風向

冬季主風向 Ｎ

旭川　春光町団地配置図

　　機能改修

　小学校体育館

　耐震及び機能改修

小学校校舎

　建物や耐震性能の劣る建物の改善整備を進める。

○安全・安心な学習環境の整備充実を図るため、老朽化した

　　機能改修
　幼稚園

未改修建物（機能改修（経年２５年以上））

未改修建物（耐震＋機能改修）

整備済建物（改修，新営）

整備済建物（機能改修（耐震又は内部改修済み））

凡　　例

　中学校体育館
　　基幹配管

　基幹・環境整備

　　機能改修
　中学校校舎

　　耐震及び機能改修

旭川春光町キャンパス５．施設整備
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Ｎ冬季主風向

夏期主風向

Ｐ

旭川　春光町団地配置図

６．屋外環境・交通計画 旭川　春光町キャンパス
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（２）釧路桜ヶ岡キャンパス

１．キャンパス概要
○釧路桜ヶ岡キャンパスは、附属小学校、中学校が立地しており、 所 在 地 釧路市桜ヶ岡７条１２番２号

教育研究の実践の場として、基礎実習から実務体験研修までを含 敷地面積 ４９，９５４㎡
めた特徴ある教育実習の実施、附属学校教員による教科教育学の 建築面積 ４，８２４㎡ 建ぺい率 １０％（ ４０％）
講義、大学教員並びに学部学生・大学院生への研究フィールドを 延べ面積 ７，４７５㎡ 容 積 率 １５％（ ６０％）
提供すると共に、今日的な教育課題や先進的な教育研究の取組み 都市計画区域 市街化区域 防火地域 なし
などを、地域の学校や教育機関等に積極的に発信し、地域の教育 用途地域 第１種低層住居専用 日影規制 ２－1.5ｈ
の質の向上に貢献しています。 地震地域係数 一種 積雪寒冷地域 一級

その他の地域 公害防止地域（大気汚染、騒音、振動、悪臭）

○附属小学校 学級数１２ 定員 ４８０人

○附属中学校 学級数 ９ 定員 ３６０人
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釧路桜ヶ岡キャンパス

冬季主風向

夏期主風向
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２．現状の施設 釧路桜ヶ岡町キャンパス

建 物 名 附属釧路小学校校舎 建 物 名 附属釧路小学校体育館 建 物 名 附属釧路中学校校舎

建 設 年 Ｓ４４年 建 設 年 Ｓ４４年 建 設 年 Ｓ４５年

構造・規模 Ｒ３ ２，８３２㎡ 構造・規模 Ｓ１ ５０４㎡ 構造・規模 Ｒ４ ２，８８４㎡

建 物 名 附属釧路中学校体育館

建 設 年 Ｓ４５年

構造・規模 Ｓ１ ７０６㎡
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　　桜ヶ岡キャンパスの全建物面積７，４７５㎡のうち、経年２５年以上の

　建物面積６，９４１㎡あり、全体の９２．８％を占めている。

25年以上

経年

釧路桜ヶ岡キャンパス３．施設整備の課題

　　これらの経年２５年以上の建物のうち、改修が済んでいる建物面積は、

○老朽化の現状

改修済･(新営)

未改修

(耐震又は機能)

改修済

25年未満

経年

改修済

未改修

５，６８０㎡であり、老朽化建物の

改修率は約８１．８％となっている。

　改修は進んでいるがまだ老朽施設は

残っており、生徒の教育環境の再生は

重要な課題である。

冬季主風向

夏期主風向

Ｎ

11ｍ 　

実習生控室

実習生控室

市道桜ヶ岡７丁目６番線

テニス・バレーコート

4
.
0

市
道
白
樺
台
縦
１
号
線

民　家

7.3ｍ

6ｍ 　Ｐ

Ｐ

市
道

附
属

小
学

校
通

り

釧路桜ヶ岡団地配置図

グランド
グランド

小学校体育館

Ｐ

民　家

民　家

民　家

受水槽室

小学校校舎　　

テニス・バレーコート

中学校体育館

青空広場

ボイラー室

民　家

中学校校舎　　



新耐震基準

釧路桜ヶ岡キャンパス

補強済旧耐震基準

Is＜0.7
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○耐震化について

(小規模建物含む)

Is≧0.7

　　桜ヶ岡キャンパスの全建物面積は７，４７５㎡あり、そのうち

　旧耐震基準で整備された建物面積が６，９３１㎡である。

　　耐震性能の低いＩｓ≦０．７の建物面積６，２８２㎡のうち、

性の確保は重要な課題である。

２，７９６㎡の建物が耐震改修

済みで、耐震率は約４４．５％

となっているが、引き続き安全
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Ｎ

夏期主風向

冬季主風向

釧路桜ヶ岡団地配置図

キャンパスの西側が小学校、東側が中学校の教育研究ゾーンで、南側は

それぞれの運動施設ゾーンを配置している。
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現状・発展性・機能性等を考慮しつつ、各ゾーンの連携を図る計画とする。

４．土地利用計画 釧路桜ヶ岡キャンパス

　土地利用計画については、既設の配置図を見据えながら、各ゾーンの
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釧路桜ヶ岡キャンパス

整備済建物（改修，新営）

５．施設整備

整備済建物（機能改修（耐震又は内部改修済み））

未改修建物（機能改修（経年２５年以上））

未改修建物（耐震＋機能改修）
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凡　　例

○安全・安心な学習環境の整備充実を図るため、老朽化した建物や耐震性能の

　劣る建物の改善整備を進める。

  小学校体育館

　　耐震及び機能改修

  改修している。

　　機能改修

　中学校体育館

　　耐震及び機能改修

○小学校校舎は１９９９,２００３年に

　中学校校舎
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　　基幹配管
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釧路桜ヶ岡キャンパス６．屋外環境・交通計画
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（３）函館美原キャンパス

１．キャンパス概要
○函館美原キャンパスは、附属小学校、中学校、特別支援学校、 所 在 地 函館市美原３丁目４８番６号

幼稚園が立地しており、教育研究の実践の場として、基礎実習 敷地面積 ７０，４０１㎡
から実務体験研修までを含めた特徴ある教育実習の実施、附属 建築面積 ８，６５６㎡ 建ぺい率 １２％（ ６０％）
学校教員による教科教育学の講義、大学教員並びに学部学生・ 延べ面積 １２，２０１㎡ 容 積 率 １７％（２００％）
大学院生への研究フィールドを提供すると共に、今日的な教育 都市計画区域 市街化区域 防火地域 なし
課題や先進的な教育研究の取組みなどを、地域の学校や教育機 用途地域 第２種中高層住居専用 日影規制 ３－２ｈ
関等に積極的に発信し、地域の教育の質の向上に貢献していま 地震地域係数 二種 積雪寒冷地域 二級
す。 その他の地域 公害防止地域（大気汚染、騒音、振動、悪臭）

○附属小学校 学級数１２ 定員 ４８０人

○附属中学校 学級数 ９ 定員 ３６０人 函館美原キャンパス

○附属特別支援学校
小学部 学級数 ３ 定員 １８人
中学部 学級数 ３ 定員 １８人
高等部 学級数 ３ 定員 ２４人

○附属幼稚園 学級数 ３ 定員 ９０人
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函館美原キャンパス
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夏期主風向
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２．現状の施設 函館美原キャンパス

建 物 名 附属函館小学校校舎 建 物 名 附属函館中学校校舎

建 設 年 Ｓ４５年 建 設 年 Ｓ４４年

構造・規模 Ｒ３ ２，８８９㎡ 構造・規模 Ｒ３ ２，８２９㎡

建 物 名 附属函館中学校体育館 建 物 名 屋内プール

建 設 年 Ｓ４４年 建 設 年 Ｓ５０年

構造・規模 Ｓ１ ６２０㎡ 構造・規模 Ｓ２ ８２０㎡
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２．現状の施設 函館美原キャンパス

建 物 名 附属函館特別支援学校校舎 建 物 名 附属函館特別支援学校体育館

建 設 年 Ｓ５２年 建 設 年 Ｓ５２年

構造・規模 Ｒ２ ２，４５１㎡ 構造・規模 Ｓ１ ５１３㎡

建 物 名 附属函館幼稚園

建 設 年 Ｓ４６年

構造・規模 Ｒ１ ６３５㎡
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　　老朽施設が多く残っており、児童、生徒の教育環境の

　の約９３．２％を占めている。

　再生は重要な課題である。

　　これらの経年２５年以上の建物のうち、改修が済んで

　％となっている。

函館美原キャンパス

　　美原キャンパスの全建物面積１２，２０１㎡のうち、
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　経年２５年以上の建物面積が１１，３７３㎡あり、全体

３．施設整備の課題

○老朽化の現状

未改修

改修済

改修済･(新営)

(耐震又は機能)

改修済

未改修経年

　いる建物は８２０㎡であり、老朽化建物の改修率は7.2

25年以上

25年未満
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Is≧0.7

新耐震基準

旧耐震基準 補強済
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Is＜0.7

(小規模建物含む)

　そのため、安全性の確保は重要な課題である。

　６，７６４㎡あるが、まだ耐震改修は済んでいない。

　　美原キャンパスの全建物面積は１２，２０１㎡あり、

　４㎡である。耐震性能の低いＩｓ≦０．７の建物面積は

　そのうち旧耐震基準で整備された建物面積が１１，４１

函館美原キャンパス

○耐震化について
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Ｎ

冬季主風向

夏期主風向

函館美原団地配置図

それをはさんで北側に特別支援学校の教育研究ゾー

しつつ、各ゾーンの連携を図る。

-72-

ン、南側に幼稚園や小学校、中学校の教育研究ゾー

　敷地の中央に小・中学校の運動施設ゾーンがあり、

４．土地利用計画 函館美原キャンパス

ながら、各ゾーンの現状・発展性・機能性等を考慮

　土地利用計画については、既存の配置図を見据え

が配置されている。

4.
0

3.
0

ﾎﾟｰﾁ

5.
0

ポ
ー
チ

4.0

ポ
ー
チ

１
３

ｍ

市
道

亀
田

外
郭

通

5.
0

１６ｍ

ﾎﾟｰﾁ

小学校体育館

8.0

屋内プール

小学校校舎 

附属学校

Ｐ(32台)

中学校校舎

ボイラー室

Ｐ(20台)

グランド

中学校体育館

民　家

民　家

民　家

特別支援学校校舎・体育館

グランド

グランド

中学校教育実習控室

Ｐ

（18台）

民　家

4.0

グランド

渡り廊下

ポ
ー
チ

日常生活訓練施設

民　家

ポ
ー
チ

4.0

ろ過装置等上屋

市道赤川通石川線

幼稚園　

控室

教育実習生

教育研究ゾーン

運動施設ゾーン

緑地ゾーン

駐車ゾーン



○屋内プールは１９９４年に内外改修を実施し

　特別支援学校体育館

　　機能改修

  整備を進める。

函館美原キャンパス５.施設整備

　基幹・環境整備

　　基幹配管

-73-

　　耐震及び機能改修

　附属学校屋内プール

  している。

　特別支援学校校舎

　老朽化した建物や耐震性能の劣る建物の改善

　　　　小学校体育館

　　　　　機能改修

　　機能改修

　　耐震及び機能改修

　中学校校舎

　　機能改修

　幼稚園

　　耐震及び機能改修

　中学校体育館

○安全･安心な学習環境の整備充実を図るため、

　小学校校舎

　　耐震及び機能改修

　　　中学校校舎

　　　　機能改修

Ｎ

冬季主風向

夏期主風向

凡　　例

未改修建物（耐震＋機能改修）

函館美原団地配置図

整備済建物（機能改修（耐震又は内部改修済み））

整備済建物（改修，新営）

未改修建物（機能改修（経年２５年以上））
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Ｎ

冬季主風向

夏期主風向

函館美原団地配置図
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６．屋外環境・交通計画 函館美原キャンパス
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北海道教育大学

項目 団地名 建物名 建設年 経年 備考 Ｉｓ値 項目 団地名 建物名 建設年 経年 備考

技術科棟 Ｓ４０ Ｒ２ 660 45 耐震+機能改修 0.43 札幌校 国際交流会館

教育科学棟 Ｓ３８ Ｒ３ 1,977 47 耐震+機能改修 0.45 岩見沢校 新体育館

課外活動施設 Ｓ５９ Ｒ２ 863 26 基幹・環境整備 ﾎﾞｲﾗｰ更新

福利厚生施設 Ｓ６０ Ｒ２ 1,443 25 基幹・環境整備 基幹配管（給水・ｶﾞｽ）

武道場 Ｓ４４ Ｓ１ 281 41 基幹・環境整備 ﾎﾞｲﾗｰ更新

研究棟Ｃ Ｓ５２ Ｒ４ 1,201 33 耐震+機能改修 0.59 基幹・環境整備 基幹配管（給水）

研究棟Ｅ Ｓ５３ Ｓ１ 201 32 基幹・環境整備 ﾎﾞｲﾗｰ更新

福利施設 Ｓ６０ Ｒ２ 1,475 25 基幹・環境整備 基幹配管（給水・ｶﾞｽ）

工場 Ｓ４３ Ｒ１ 569 42 基幹・環境整備 ﾎﾞｲﾗｰ更新

５号館 Ｓ５１ Ｒ４ 1,334 34 耐震+機能改修 0.69 基幹・環境整備 基幹配管（ガス）

福利厚生施設 Ｓ５７ Ｒ３ 2,477 28 基幹・環境整備 ﾎﾞｲﾗｰ更新

スポーツ棟 Ｓ５４ Ｒ１ 1,489 31 基幹・環境整備 基幹配管（給水・ｶﾞｽ）

講義棟 Ｓ５４ Ｒ２ 1,265 31 附属旭川 基幹・環境整備 基幹配管（ガス）

食堂 Ｓ５６ Ｒ１ 368 29 附属釧路 基幹・環境整備 基幹配管（給水・ｶﾞｽ）

課外活動施設 Ｓ５６ Ｒ２ 483 29 附属函館 基幹・環境整備 基幹配管（ガス）

第２体育館 Ｓ５９ Ｒ１ 409 26

小学校校舎 Ｓ４６ Ｒ３ 2,828 39 耐震+機能改修 0.66

小学校体育館 Ｓ４６ Ｓ１ 738 39

中学校校舎 Ｓ５０ Ｒ４ 3,176 35

中学校体育館 Ｓ５０ Ｓ１ 841 35 耐震+機能改修 0.44 凡例

幼稚園 Ｓ５１ Ｒ１ 635 34

小学校体育館 Ｓ４４ Ｓ１ 504 41 　

中学校校舎 Ｓ４５ Ｒ４ 2,884 40 耐震+機能改修 0.57

中学校体育館 Ｓ４５ Ｓ１ 706 40 耐震+機能改修 0.68

中学校校舎 Ｓ４４ Ｒ３ 2,810 41

中学校体育館 Ｓ４４ Ｓ１ 620 41 耐震+機能改修 0.44

小学校校舎 Ｓ４５ Ｒ３ 2,889 40 耐震+機能改修 0.66

小学校体育館 Ｓ４５ Ｓ１ 500 40

幼稚園 Ｓ４６ Ｒ１ 635 39

附属学校屋内ﾌﾟｰﾙ Ｓ５０ Ｓ２ 820 35 耐震+機能改修 0.57

特別支援校舎 Ｓ５２ Ｒ２ 2,451 33 耐震+機能改修 0.43

同　　体育館 Ｓ５２ Ｓ１ 513 33 -75-

岩見沢校

基幹・
環境整備

新営

■施設整備計画

函館校

旭川校

附属旭川

釧路校

     （1）施設整備計画事業（平成２３～２７年度）

附属函館

岩見沢校

札幌校

旭川校

釧路校

函館校

＊各事業を計画する際は太陽光発電設備等省
エネルギーの検討を行う

・機能改
修
・耐震＋
　機能改
修

構造･規模
（㎡）

　機能改修（内外装改修）

　耐震＋機能改修（内外装改修）

構造･規模
(㎡）

　基幹・環境整備

　新営

附属釧路




